
～参加されたお客様の声～
● 顧問先に対して税務リスクを誘引する業者の実態と対策が理解できた。

● 我々は“地雷源”を日々歩いている事に気づかされました。

● 自衛のために本来行なっておくべきことや注意すべきポイントの具体例が聞けて良かった。

●顧客を選んだり危険を察知する感性・手法を身に付けられた。ありがとうございました！

講師

コロナ禍で社長と直接会って話す機会が減った今だからこそ！
社長のひとことの裏に潜む、税務リスクを察知する能力が求められています！

税務リスク税務リスク４

～第７期～～第７期～

対策
研究会
対策
研究会

そこで！実例をもとに、本来行っておくべきだった顧問先指導のポイントや
リスクを察知する感性・手法について、大好評を博した 金井義家 氏による
全４回講演が5月20日（金）より新たにスタート！この機会を是非お見逃しなく！！

来場形式の他、ZOOMリアルタイム配信、動画提供でのご受講も可能！
（ダウンロード）

全４回の講義を通して、 対策提案しながら

税務リスクを負わないスキルが身に付く！

全４回の講義を通して、 対策提案しながら

税務リスクを負わないスキルが身に付く！

DES を提案した税理士法人に の損害賠償命令が出たケースも！

保守的に申告すれば「過払い」で税理士の責任。対策提案で
失敗すれば、これも税理士の責任。黙っていれば説明義務違反！



第１回

５/20( 金)

第２回

第４回

６/24(金)

８/26(金)

第３回

７/22 (金)

顧客に天文学的な多額の課税処分がされた事例

※ 最新事例をお届けするため、講演テーマを予告なく変更させていただく事がございます。

　　　　は、新規に取り扱う解説・事例ですので、過去参加の方もご受講いただけます。

受講料
全4回分

円会場

条文解釈が極めて難しかったと考えられる事例

         事実認定により多額の課税処分がなされた事例

その他の要注意事例

〇株式保有特定会社（相続税）：平成24年 3月 2日東京地裁

〇相続税法 32条と国税通則法 23条の更正の請求 ：令和3年6月24日最高裁他

〇取引相場のない株式の評価 （配当還元方式 「同族株主以外の株主等が取得した株式」

・ 該当性） （相続税） ：平成29年 8月 30日東京地裁

〇取引相場のない株式の評価（配当還元方式「同族株主以外の株主等が取得した株式」

   該当性）（所得税）：平成29年8月30日東京地裁、平成30年7月19日東京高裁他

〇不動産取得による相続税節税策に総則 6項が適用 （相続税） ： 

　令和元年8月27日東京地裁判決他
 ※本事案につきましては令和4年3月15日に最高裁の弁論が開かれることが確定しており、

     最高裁が新たな司法判断を示す可能性があります。講義に間に合えば、その内容も踏まえて解説します。

〇非居住者が「国外支配株主等」と認定され、過少資本税制が適用（法人税）：

　令和2年9月 3日東京地裁判決

〇帳簿不提示と仕入税額控除 （消費税） ：令和元年11月 21日東京地裁

〇その他最新事例

株式会社エッサム Web・EF 事業推進部 

TEL.03-3254-8762 ( 平日 9:00 ～ 17:00)

※事務所から同時申込で２名様以上お申込みの場合は合計額から２万円引き
※過去にエッサムの研究会に参加されたことのあるお客様は２万円引き
その他：申込人数によって開催を中止させていただく場合がございます。予めご了承ください。

 ※1～3講の補足説明や最新事例の解説にあてさせていただく事がございます。


